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令和５年１２月６日（水）稲武の商店街の中にある
「INABU WORK SPACE（旧稲武商工会）」を会場に、
地域の事業用の空き物件の見学、事業化に向けた相談、
リフォームや資金等の各種相談会を開催しました。
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当日は 5 軒の空き物件をバスで回り、地域の金融機関・宅建事
業者・リフォーム業者等との交流や情報収集が行え、稲武地区や
山村地域での事業を検討している参加者には有益な一日となりま
した。

この事業は、空き物件を活用した事業化と地域との関係性を作る
ことを目的に、稲武地域の移住促進を行っている、いいいなぶ移
住応援隊、豊田市稲武支所、企画課、おいでん・さんそんセンター
が共催で企画したものです。

はじめに、実際に空き家をリノベーションし、宿
泊施設として活用している「Hibi」を見学。運営
者の松島ご夫妻にこの物件に出逢った経緯やリノ
ベーションの苦労や補助金活用、SNS を活用し
た PR 等のお話をいただき、実際に利活用してい
る店舗内の様子などを見学させていただきまし
た。

その後、空き物件を見て回りましたが、参加者か
らは「この物件の駐車場は何台か？」「実際に改
修するとしたらどこをポイントに考えていけばい
いか？」など、たくさんの質問が出て、金融機関・
宅建事業者・リフォーム業者の専門家のみなさん
が丁寧に対応してくださいました。

ツアー終了後は会場に戻り、昼食を囲みながら今
日の感想と質疑応答の時間を設け、交流を行いま
した。同じ関心をお持ちの参加者同士で の情報
交換ができたことで、これから初めて事業計画を
立てようとして いる方にも事業化に向けた相談

をどんな段階から 誰に
すればいいのかがわかっ
たり、名刺交換で顔つな
ぎができたことで、一歩
を踏み出しや すくなっ
た様子でした。

また、「実際に空き家を利活用して事業化されて
いる方のお話を、もっとお聞きしてみたい」「今
回の見学ツアーでは見れなかった物件も、見学し
てみたい」などの感想が聞かれ、実際に移住をし
ようとする方もみえ、移住促進にも繋がりました。

今回、山村地域の空き家を活用した事業展開につ
いて需要が多いことがわかり、参加者の皆さんか
らも「満足した」「次回も参加したい」という声
もあがったことから、企画内容を改善しながら、
他の山村地域へも拡大しながら開催できるよう検
討していきたいと思います。(松本 )
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